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Relativismus in der Rechtsphilosophie,1934)???、などと併せ、戦後に
おいて、人権を否認する悪法を糾弾した論文「実定法の不法と実定法を



















































































































(５)Arthur Kaufmann,Gustav Radbruch Rechtsdenker,Philosoph,Sozial-
demokrat, Mu?nchen, 1987. S.85～86.『ラートブルフ』中義勝・山中敬一訳
（1992、成文堂）105頁；中国語訳として、舒国 訳『古斯塔夫・拉徳布赫傳』
（2003、法律出版社）77頁。
(６)Radbruch, Aphorismen zur Rechtsweisheit, Gesammelt, eingeleitet
 









































(９)Radbruch,Der Erziehungsgedanke im Strafwesen (1932):Gesamtaus-
gabe Bd.10,S.71-79.；この論文の日本語訳は1967年になされたが、その後、
鈴木敬夫編訳『ラートブルッフ・魔笛の刑法』（1977、鳳社）57頁以下に収め





(10)Radbruch,Autoritares oder soziales Strafrecht?aus dem letzten Heft
(X.3) Der Zeitschrift Die Gesellschaft, 1933; in: Der Mensch im Recht
(Vortage und Aufsatze),2.Aufl.,S.63ff.『魔笛の刑法』（前掲）35～56頁。
(11)Radbruch,Der Mensch im Recht,Go?ttingen,2.,Aufl.1961,S.80-87.日
訳『ラートブルフ著作集』第４巻（尾高朝雄訳）、１頁～11頁；中国語訳とし
て、「法哲学上的相対主義」（鈴木敬夫訳）、於載『法学訳叢』91-1、６頁以下。
(12)Radbruch,Der Mensch im Recht,Go?ttingen,2.,Aufl.1961,S.111-124.
日訳『ラートブルフ著作集』第４巻。（小林直樹訳）251頁～267頁；Radbruch,
Aphorismen zur Rechtsweisheit,Gesammelt,eingeleitet und herausgeben
 










Hubert Rottleuthner, Substantieller Dezisionismus ―Zur Funktion der
 
Rechtsphilosophie im Nationalsozialismus.;in:Heraus von H.Rottleuth-




(14)Radbruch, a.a.O., Mensch im Recht. S.122.；舒国 訳『法律智慧警句
集』（前掲）27頁。
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(15)杜鋼建「従民権主義到人権主義……孫中山人権思想的傾向析」（1995）に
おいて、中国の近代憲政主義は、憲政を民主政治と等しいものであるとみて民
主の実現を急ぐあまり、自由や人権の保障を置き去りにしてしまったとし、「人
権と自由」を「民権と民主」に優先させて実現しなければならない、と説く。
これは現代に通ずる考え方であって、まさに「人権の核心は自由である」〝人
権的核心是自由"であることを教えている。鈴木敬夫「中国における政治体制
改革への道……杜鋼建教授の新仁学〝政道"論」於載『札幌学院法学』第22巻
第１号（2004）12頁～13頁。こうしてみると、政治犯ないし確信犯が依拠す
る精神の自由は、梁啓超の説く自由尊重論、すなわち「人の自由を侵す罪」〝侵
人自由罪"よりも「自由を放棄する罪」〝放棄自由之罪"の方が重大であると
する立場と、その根底において結びついている。杜鋼建「梁啓超的人権思想」、
同著『中国近百年人権思想』（2007、汕頭大学出版社）90頁～96頁。なおこの
論文の日本語訳として杜鋼建「梁啓超の人権思想」於載『札幌学院法学』第22
巻第１号、特に54頁以下参照。（訳者所属：中国・汕頭大学法学院）
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